
令和元年（２０１９年）１１月１５日  

熊本県建築課  

   CASBEE熊本における建築物省エネ法改正に伴う共同住宅の省エネ 

性能評価方法の簡素化に関する対応について 

 

 令和元年（２０１９年）５月１７日に公布されました、「建築物のエネルギ

ー消費性能の向上に関する法律の一部を改正する法律」（以下、改正建築物省

エネ法）により、共同住宅の省エネ性能評価方法の簡素化が図られ、一次エネ

ルギー基準の評価にあたり共用部分を評価しなくても良いことになりました。 

 一方、集合住宅用途の評価において、住戸及び共用部等の一次エネルギー消

費量の値を用い、一部評価の計算を行っています。そのため、共用部の一次エ

ネルギー消費量の入力が無い場合、上記について正しく評価することができな

い状況となります。 

 そこで、集合住宅の評価において、集合住宅の共用部の一次エネルギー消費

量を算定されない場合の評価については、暫定的に以下の計算方法にて算出さ

れた値を入力して評価するようお願いします。 

 

【計算方法：「計画書」シートにおける一次エネルギー消費量の転記】 

 

（１）共用部の基準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギーを含む） 

・住戸の床面積の合計（㎡）×０．１ 

（２）共用部の設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギーを含む） 

・共用部の基準一次エネルギー消費量×BEI（又は、BEIⅿ）

 


